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金英:金 英 と申します。土曜 日です の

で皆 さん朝寝坊 をしたい ところだった と

思います が、朝早 くか ら参加 していただ

き心 よ りお礼 を申 し上 げたい と思い ま

す。

ただいまより開会式を行います。本 日

のシンポジウムは、東京大学社会科学研

究所の大沢真理教授の研究チーム とソウ

ル大学 日本研究所の共同で企画 されてい

ます。

では 日本研究所所長の韓栄恵(ハ ン ・

ヨンヘ)教 授、そ して大沢教授の ごあい

さつを承 り、延世大学の李惠炅(イ ・ヘ

ギ ョン)教 授の特別講演を承 りたいと思

います。

まず韓所長 よりごあい さつを申 し上げ

ます。

韓栄恵:た だいまご紹介 にあずか りま

した 日本研究所所 長 の韓栄 恵 と申 しま

す。土曜 日の朝早 くよ りご参席賜 りま し

た皆様方に厚 くお礼を申し上げます。実

は少 し心配 していま した。で も本当にこ

のよ うにご関心を示 していただき、ご参

席 を賜 り、本 日の学術大会 を主催 してい

る機関の者 として幸いに思っています。

皆様 方 にお礼 を 申 し上 げたい と思 いま

す。

本 日この学術大会を開 くよ うになった

背景を申し上げることで、ごあい さつに

かえさせていただきます。

日本研究所は2004年 に独 自的 な研究機

関 として独立 しま したが、その後2008年

に 、韓 国学 術 振 興 財 団 で行 っ て い る

SK21事 業 とい う10年 間支援 をいただ く

大変大 きなプ ロジェク ト機関 として指定

されま した。その研究所 のアジェンダが

「現代 日本生活世界の研 究」 とい うテー

マです。 「日本生活世界の研究」 といっ

ても、生活世界を ミクロ的な意味の生活

世界に限定す るものではな く、大きな構

造的なマ クロ的な変動の中にお ける具体

的な人 間の暮 らしの場で、それが どのよ

うにあ らわれ、また人間がそのよ うな変

化 に対 して どのよ うに主体的に行動 して

いるのかを調べるために、生活世界 とい

う概念 を導入 したわけです。

研究その ものは非常にグローバルな、

また リー ジ ョナル な ものか らスター ト

し、 ローカルな ところまで多様 なものを

含んでいます。知識 、観念か ら、現場の

具体的な構造 に至るまで、多様 なものを

含む研究方向を定めさせていただいてい

ます。

そのよ うな意味か ら、本 日、 日本 と韓

国のジェンダーの観 点か ら見 る不平等 と

貧困の問題 を扱 うよ うになったことは、

本研究所の研究方 向としては、人間の暮

らしの中で最 も重要 な部分の1つ ですの

で、非常に時宜にかなったテーマである

と考えています。

このよ うなシンポジ ウムを開 くように

なったのは、実は本 日ここに リーダー と

して来てお られる東京大学の大沢真理教

授 のご提案によって始ま りま した。 また

研 究チー ムの全体的 なテーマ 、枠組 み

も、大沢真 理教授 が リー ドしてい らっ

しゃる研究チームのテーマに基づいて、
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このよ うに準備 しま した。そ うい う意味

か ら、私たち 日本研 究所 としては、楽に

座 ったままですば らしい研究成果 をここ

で皆 さん とシェアす ることにな り、非常

に感謝 しています。私 どもが得を したよ

うな気 が します。感謝 したい と思いま

す。今度 は大沢真理教授にこの恩返 しが

で きる よ うな機 会 を必ずつ く りたい と

思っていますので、よろ しくお願いいた

します。

招待の文書にも書いておきま したが、

ご存 じのよ うに、アメリカに端 を発 した

経済危機 がまだ続いています し、非正規

職問題や貧困の問題が 日韓両国 において

拡大 しています。私た ち日本研究所の立

場か ら見 ると、過去の 日本研究 は非常に

発展論的な過程か らモデルの中に傾いて

いま したが、現在の 日本研究は、どうい

う観点からどうい う意味をそれ に与えな

が ら研究 しなければいけないのか、新 し

く模索すべき時期 にあ ります。 そ うい う

点か ら、貧困問題 を日本 と韓国が ともに

考えることは、かつてはそれほ ど重点 を

置きにくかった視点だ と思いますが、今

後共有できるよ うなテーマがこれか ら開

かれ ることを期待 します。

本 日この よ うな学術 大会 の契機 をつ

くって くだ さった大沢真理教授 とほかの

方々のご紹介 は各発表 のときにご紹介 し

たい と思いますので、ここでは長 くは申

し上 げませ ん。

また基調講演 をして くだ さるために、

延世大学の李惠炅 教授 も朝早 くか らこの

よ うにお見 えになっています。また 日本

研究チームの皆 さんも一緒に参加 してい

ます し、 ドイツか らい らっ しゃったシャ

イア教授 、そ して国内、釜山、 ソウルな

どか らご参席賜 りま した発表者の先生、

討論者、司会者の先生の皆様 に厚 くお礼

を申し上げたい と思います。

そ して何 よ りも早朝 より討論に一緒に

参加 して くだ さってい るフロアの皆様に

もお礼 を申 し上げます。 できれば最後の

総合討 論 まで ご参席賜 りたい と思 いま

す。また皆様の貴重なご意見 も承 りたい

と思います ので、本 日の学術大会がその

1つ の出発 点 となるよ うに皆様 のご協力

をお願 いいた します。 あ りがとうござい

ます。(拍 手)

金英:韓 所長 、 あ りが と うご ざい ま

す。それでは東京大学の大沢真理教授 を

お迎 えして ごあい さつを承 ります。 よろ

しくお願い します。

大沢:皆 さん、おは ようございます。

土曜 日の朝早 くか らおいでいただきあ り

が とうございます。 このよ うな催 しを持

つ ことができたことについては、今 ごあ

いさついただきま した ソウル大学 日本研

究所の韓栄恵所長以下皆様 に、大変お世

話 になっています。 また李惠炅 教授が こ

のよ うに土曜 日の朝からお出ま しいただ

いた ことに、 とて もあ りがた く感激 して

います。また準備の過程 では、今 日のス

ピーカーで総合 司会 で もあ る金英(キ

ム ・ヨン)釜 山大学教授 が大変努力 を し

て くださいま した。

私 どものグループは何 なのか、先ほ ど

も韓栄恵教授か らご質問をいただきま し

たが、始 まったのは も う10年 以 上前で

す。イギ リス、アメ リカ、 ドイツの比較

研究の中に日本 も入れたいから、 とい う

こ とで私 に声 をか けていただい たのが
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1999年 です。 イギ リスのシル ビア ・ウォル

ビイ教授や アメ リカのハイデ ィ ・ゴ ッ トブ

リー ト教授が 、中心的 メンバーで した。 こ

の グルー プの研 究 は2007年 に、 Gendering 

the Knowledge Economy Comparative 

Perspectives (co-edited by Sylvia Walby, 

Heidi Gottfried, Karin Gottschall and 

Mari Osawa, Basingstoke and New York: 

Palgrave Macmillan)と い う本 を、成 果 と

して 出版 しま した 。 その あ とグルー プ メ

ンバ ーが少 々変 わ り、そ の ときか ら金英

さん 、相馬 直子 さん に も入 ってい ただ い

てい ます。

そ うい うグル ー プ で も う10年 以上 にわ

た って研 究 して きま したが 、特 に私 が金

英 さんか ら、 日本 と欧米 の 国 だ けの比較

では な く、 きちん と韓 国や 、そ れ か ら中

国や 台 湾 も入 れ た 比較研 究 をす べ きで は

ない か とい うこ とを強 く意 見 され 、な る

ほ どそ うであ る と考 えた と ころか ら、 こ

の リニ ュー アル され た プ ロジ ェ ク トが始

まって い ます。

私 が こ の 場 所 に 立 つ の は 約1年 ぶ り

で 、去年 は東 京 大学社 会 科学研 究 所 とソ

ウル 大 学 日本 研 究所 の合 同 ワー ク シ ョ ッ

プ 、研 究交流 を してい く上 での キ ックオ

フの催 しを、 させ ていた だ きま した。 東

京 大 学社 会科 学研 究所 は 日本研 究 の比 較

総合 を大きな ミッシ ョンの1つ に してい

ます。近年になってます ます意識 されて

いるのが、 日本だけに閉 じこもった 日本

研 究ではなく、アジアの中の 日本、少 な

くとも東 アジアの中の 日本を比較総合的

に研究 してい くことが、研究所 としての

ミッシ ョンを果たす道筋であろ う、 とい

うこ とです。

その意味で、今 日は韓国のさまざまな

研究テーマの先端 にい らっしゃる研究者

の方々 と、 日本及び韓 国、そ して ドイ ツ

のケースも入 りますが、比較の意見交換

ができることを大変喜び楽 しみに してい

ます。長い1日 ではあ ります が、 どうぞ

よろ しくお願いいた します。フ ロアの皆

様 か らのインプ ッ トも大いに期待 してい

ます。 どうもあ りが とうございま した。

(拍手)

金英:大 沢教授、あ りがと うございま

した。大沢教授がジェンダー とい う側面

での社会科学研究で 日本を代表す る研 究

者 とす ると、李惠炅 教授 も同 じ分野で韓

国を代 表す る研 究者で い らっ しゃい ま

す。恐 らく皆様方 も同意 して くだ さると

思います。

それでは、李惠炅 教授 をお招 きしてお

話をお伺い したいと思います。
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